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【第一生命】 脱炭素社会の実現に向けて

投融資ポートのGHG排出量
上位約50社へ重点的に実施保険金

運用収益の獲得と社会課題解決の両立

持続可能な社会の実現
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将来世代

第一生命の責任投資が目指す姿

① 気候変動エンゲージメント

気候変動対応での取組例

排出削減インパクトを計測の上、
中期目標額※を設定

②
気候変動問題の解決に
資する投融資の推進

※2024年度末までに累計9,500億円以上
(2022年7月末までの累計額は約5,900億円)

第一生命 投融資先

「地球は先祖から受け継いでいるのではない、子どもたちから借りたものだ」



2

GFANZ
Glasgow Financial 
Alliance for Net Zero

プリンシパルズ・グループ・メンバー※として、日本・アジアを代表して意見発信

金融機関としてネットゼロを推進するグローバル・イニシアティブ

世界50ヶ国、550社以上の金融機関

金融機関全体の脱炭素取組みを後押し

※ Michael Bloomberg、Mark Carney両議長等のリーダーシップの元、全体運営を牽引する立場であり、仏AXA、米BlackRock、米Citigroupといった
金融機関のCEOや「気候変動リスク等に係る金融当局ネットワーク (NGFS)」 議長などで構成

【第一生命】 脱炭素社会の実現に向けて


	スライド 1: 投融資先企業様の脱炭素取組みを後押し
	スライド 2

